
グループホームつばき苑

評　価　結　果　概　要　表

作成日 平成 21 年 10 月 8 日

【評価実施概要】 【外部評価で確認された事業所の特徴】

号

　　　　　　　　　　　　　（電話）

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】 （ 事業所記入）

16 年 4 月 1 日

2 ユニット 人

15 人 （常勤 15 人 非常勤 常勤換算 12.8 人 ）

（２）建物概要

造り

2 階建ての ～ 1,2

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

　□有（ 　円） ☑無

　□有（ 　円）

☑無

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

円

（４）利用者の概要

18 名 男性 4 名 女性 14 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 83.4 歳 最低 55 歳 最高 103 歳

（５）協力医療機関

グループホームつばき苑
エン

秋田市雄和椿川字小鹿野戸３９－２

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

０１８－８８６－５５０５

社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会

　利用者にとって危険性のある包丁の保管場所を改善しているほか、市内の連絡会発足に
も積極的に関わるなど、前向きに取り組んでいる。

平成21年8月27日

秋田市旭北栄町１-５

　法人代表者の社会貢献したいという思いから開設した事業所で、地域密着型サービスに位
置づけられたことで理念を見直し、地域での暮らしを継続しながら、個人の尊厳を重んじた
懇切丁寧なサービス提供をめざしている。
　そのため、法人代表者も自らケアに関わり、管理者のリーダーシップのもと利用者と真摯
に向き合い、事業所主導で実施していたレクリエーションをやめるなど、利用者一人ひとり
の意向に沿った生活の実現に努めている。
　また、運営推進会議への家族会の参画や定期的な家族会開催など、家族との関わり方を大
切にしており、そこから利用者の快適な生活環境づくりやサービス提供に反映させたいと考
えている。
　さらに、認知症キャラバンメイトの実践のほか、認知症対応型のデイサービスやショート
ステイの指定を受けるなど、利用者及び家族、地域のニーズに応えるべく多機能性の充実に
努めている。

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

協力医療機関名

3

7

0

利用者人数

岩崎医院、菅原歯科医院、バラジマ歯科クリニック

要介護２

要介護５

要介護３

290

または1日当たり

開設年月日

350

(入居一時金含む)

食材料費

訪問調査日

所在地

秋田県知事指定第 ０５７２４０９４６４

評価機関名

事業所名

事業所番号

法人名

所在地

有限会社
ユウゲンガイシャ

　グループホームつばき苑
エン

重
点
項
目
③

　自治会長や民生委員のほか、家族会代表者や地区老人クラブ会長などが参画しており、
運営状況を報告するとともに、地域との交流方法について意見や助成を得ながら実践に生
かしている。
　なお、職員の離職率が高く、利用者へのサービスにも直結することから、原因の把握と
対策を検討しながら今後の取り組みに反映させてほしい。

平成

□有 ／ □無

　評価の意義や目的を管理者及び職員が理解し、職員同士で意見交換しながら自己評価に
取り組み、課題等を共有している。

305

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

階部分

重
点
項
目
④

利用定員数計　　

有りの場合
償却の有無

18

120

1,065

重
点
項
目
①

重
点
項
目
②

木造

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

　自治会に加入し、地域の敬老会や運動会などに参加しているほか、竿燈などの行事に地
域住民を招待して交流を図っている。
　また、地域への奉仕活動としてゴミ拾いを行っており、地域住民による利用者の見守り
に関しても協力が得られている。

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

　家族の訪問時に職員が声をかけて意向を確認しているほか、年４回の事業所行事に合わ
せて家族会を開催し、和やかな雰囲気の中で意見交換する機会を設けるなど、意見や要望
に応じてサービスや運営に反映させる体制を整えている。

その他の経費(月額)

保証金の有無

25,800

平成21年8月1日

敷　　　　金

家賃（平均月額）

建物構造

ユニット数

職員数

（１）組織概要

要介護１

要支援２

要介護４

6

2

0

1 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

「つばき苑介護のこころ」を掲げ、入居者様がそ
の人らしく安心して生活できるよう努めていま
す。

○理念の共有と日々の取り組み

新人職員にはまだ浸透していませんが、ほとんど
の職員は理念の実現に向かって前向きに取り組ん
でいます。

○家族や地域への理念の浸透

運営推進会議や家族会などで、ホームの実情を具体
的に説明したりしています。

２．地域との支えあい

○隣近所とのつきあい

玄関先や道端で近所の方や通りすがりの方にお会い
した時は積極的に挨拶をしています。

○ 竿燈会の来訪時には近所のお宅に見物のお誘いをして

○地域とのつきあい

運営推進会議には、自治会長さんや老人クラブの
会長さんに参加して頂いています。また、地区の
運動会や敬老会にお誘いを頂いて参加をしていま
す。冬には地域の青年会の皆様によるなまはげの
訪問があります。ホーム側からは、二か月に一度
地域への奉仕活動（ゴミ拾い）を実施していま
す。

運営推進会議や家族会などで、ホームの実情を具
体的に説明したりしています。

2

3

4

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし
続けることを大切にした理念を、家族や
地域の人々に理解してもらえるよう取り
組んでいる

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）

新人職員にはまだ浸透していませんが、ほとんど
の職員は、理念の実現に向かって前向きにとりく
んでいます。

　地域の中でその人らしく暮らし続ける
ことを支えていくサービスとして、事業
所独自の理念をつくりあげている

2 　運営者と管理者と職員は、理念を共有
し、理念の実践に向けて日々取り組んで
いる

玄関先や道端で近所の方や通りすがりの方にお会
いした時などは、積極的に挨拶をしています。ま
た、竿燈会の来訪時には、お宅を訪問し、見物の
お誘いをし、見物に来て頂いています。　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に

声をかけ合ったり、気軽に立ち寄っても
らえるような日常的なつきあいができる
ように努めている

運営推進会議には自治会長さんや老人クラブ会長
さんに参加して頂いています。また、地区の敬老
会や運動会にお誘いを頂いて参加をしています。
更には、地域の青年会の皆様によるなまはげの訪
問があります。ホーム側からは、二か月に一度、
地域への奉仕活動（ゴミ拾い）を実施していま
す。

○

3 5
　事業所は孤立することなく地域の一員
として、自治会、老人会、行事等、地域
活動に参加し、地元の人々と交流するこ
とに努めている

外
部
評
価

11

外部評価

「つばき苑介護のこころ」を掲げ、入居者様がそ
の人らしく安心して生活できるよう努めていま
す。 　運営理念の見直しに伴い、運営規程の中にも地

域との関わりを具体的に明記することで、より実
態に即したものになるよう検討してほしい。

　地域密着型サービスに位置づけられたことに伴
い、運営理念である「つばき苑介護のこころ」に
「地域に密着した日々の暮らし」との文言を加
え、地域での暮らしを継続しながら、個人の尊厳
を重んじた懇切・丁寧なサービス提供をめざして
いる。

○

　運営理念を事務所内に掲示し、職員会議等で抜
き打ちで確認し合うなど、理念の共有と実現に努
めており、職員採用時にも理念を伝えて理解を促
している。

地域の方に畑のお手伝いをして頂いたり、ホーム
の周囲の草刈りをして頂いています。また、地域
の民生児童委員さんの勧めで、雄和図書館のお話
ボランティアの皆様に、月に一度絵本の読み聞か
せに来て頂いています。

　自治会に加入し、地域の敬老会や運動会などに
参加しているほか、地域への奉仕活動としてゴミ
拾いもしている。
　また、竿燈などの行事時には地域住民の方を招
待し、青年会による「なまはげ」やお話ボラン
ティアの訪問など、一緒に楽しめる機会づくりに
努めている。

2 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○事業所の力を活かした地域貢献

地域包括支援センターへは気軽に連絡するように
しています。地域包括支援センターからも地域の
高齢者の情報などを頂いています。

３．理念を実践するための制度の理解と活用

○評価の意義の理解と活用

自己評価実施後には、必ず職員会議で結果を説明
し、改善事項については全員で改善策を検討し、
実行に移すようにしています。

○運営推進会議を活かした取り組み

会議では、ホームの現状を具体的にお伝えするよ
うにしています。また、参加者からのご意見は真
摯に受け止め、ホームの運営の参考にさせて頂い
ています。

○市町村との連携

施設長が定期的に市町村へ赴き情報交換をしてい
ます。（秋田県ＧＨ連絡協議会副会長、秋田市連
絡会会長に就いています）

○権利擁護に関する制度の理解と活用

一般職員まで周知できていません。 ○
職員会議にて全スタッフに周知していくこととし
ます。

○虐待の防止の徹底

独自に虐待チェックリストを作成し、虐待を見過
ごすことのないように努めています。

一般職員にまでは周知できていません。 ○

地域包括支援センターへは気軽に連絡するように
しています。支援センターからも地域の高齢者の
情報などを頂いています。

会議では、ホームの現状を具体的にお伝えするよ
うにしています。また、参加者からのご意見は真
摯に受け止め、ホームの運営の参考にさせて頂い
ています。

6
　利用者への支援を基盤に、事業所や職
員の状況や力に応じて、地域の高齢者等
の暮らしに役立つことがないか話し合
い、取り組んでいる

自己評価実施後には必ず職員会議にて結果を説明
し、改善事項については全員で改善策を検討し、
実行に移すようにしています。

4 7
　運営者、管理者、職員は、自己評価及
び外部評価を実施する意義を理解し、評
価を活かして具体的な改善に取り組んで
いる

5 8
　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

施設長が定期的に市町村へ赴き、情報交換をして
います。（秋田県ＧＨ連絡協議会副会長、秋田市
ＧＨ連絡会会長に就いています。）

6 9
　事業所は、市町村担当者と運営推進会
議以外にも行き来する機会をつくり、市
町村とともにサービスの質の向上に取り
組んでいる

10

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要
な人にはそれらを活用できるよう支援し
ている

独自に虐待チェックリストを作成し、虐待を見過
ごすことのないように努めています。

11

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連
法について学ぶ機会を持ち、利用者の自
宅や事業所内で虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

　評価の意義や目的を管理者及び職員が理解し、
職員間で話し合いながら自己評価を行い、外部評
価結果についても共通認識を図り、改善が必要な
事項は具体的な方法を明らかにしながら取り組ん
でいる。

　家族会の代表や地区老人クラブの会長が参画し
ているほか、新たに介護職員も参画し、日曜日の
午後を目安に開催している。
　また、会議では事業所の運営状況を報告し、地
域交流などの課題について建設的な意見を求めて
いる。

　認知症対応型デイサービスの指定や制度上の手
続きを含め、必要に応じて行政担当と連携してい
る。
　また、認知症キャラバンメイト養成講座を受講
し、地域包括支援センターから要請があれば認知
症サポーター養成に協力できる体制を整えてい
る。

職員会議にて全スタッフに周知していくこととし
ます。

3 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

４．理念を実践するための体制

○契約に関する説明と納得

契約時にはじっくり時間を取るようにしていま
す。その際には入居者側ホーム側双方で疑問や質
問などを話し合い、双方の合意の上で契約を結ぶ
ようにしています。

○運営に関する利用者意見の反映

入居者ご本人から管理者へは意見が寄せられてい
るが、一般職員にはなかなか寄せられていませ
ん。

○
一般職員にも気軽に話して頂けるよう、職員の態
度や雰囲気づくりに配慮していきます。

○家族等への報告

月に一度、個々にお手紙を送り、その月のご本人
の心身の状況や生活の様子を報告しています。ま
た、ご家族の来訪時には様子を伝えるようにして
います。

○運営に関する家族等意見の反映

来訪時には職員の方から声をかけるようにしてい
て、意見などを聞き取るようにしています。

○運営に関する職員意見の反映

月に二度の職員会議や日々の会話の中で話を聞く
ようにしています。

○柔軟な対応に向けた勤務調整

朝夕のケアの必要性が高くなってきましたので、
八月より早番遅番を稼働しています。朝食夕食前
後、安全安心に過ごして頂けるようになっていま
す。

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔
軟な対応ができるよう、必要な時間帯に
職員を確保するための話し合いや勤務の
調整に努めている

月に二度の職員会議や日々の会話の中で話を聞く
ようにしています。

朝夕のケアの必要性が高くなって来ましたので、
八月より早番遅番を稼働しています。朝食夕食前
後、安全安心に過ごして頂けるようになっていま
す。

　運営者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている

契約時にはじっくり時間を取るようにしていま
す。その際には入居者様側ホーム側双方で疑問や
質問などを出し合い、双方の合意の上で契約を結
ぶようにしています。

12 　契約を結んだり解約をする際は、利用
者や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を図っている

入居者ご本人からは管理者へは意見等が寄せられ
ているが、一般職員にはなかなか寄せられていま
せん。

○

13 　利用者が意見、不満、苦情を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

月に一度、個々にお手紙を送り、その月のご本人
の心身の状況や生活の様子を報告しています。ま
た、ご家族の来訪時には様子を伝えるようにして
います。

7 14
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康
状態、金銭管理、職員の異動等につい
て、家族等に定期的及び個々にあわせた
報告をしている

来訪時に職員の方から声をかけるようにしてい
て、意見などを聞き取るようにしています。

8 15 　家族等が意見、不満、苦情を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

16

17

一般職員にも気軽に話して頂けるよう、職員の態
度や雰囲気づくりに配慮していきます。

　毎月つばき苑だよりを配布し、事業所の行事な
ど全体の様子を伝えているほか、個別の便りで利
用者一人ひとりの生活面や健康面など生活状況を
詳細に報告している。
　また、「預り金管理表」にて金銭を管理し、毎
月の出納状況を報告しており、郵送や電話などで
も伝えている。

　意見箱を設置しているほか、家族の面会時には
職員から声をかけ、意見や要望がないか確認して
いる。
　また、雛祭りやクリスマスなど事業所の行事に
合わせて年４回の家族会を開催し、和やかな雰囲
気の中で意見交換する機会を設けている。

○

　利用者及び家族の潜在的な思いを把握するた
め、例えば定期的に開催している家族会で意見集
約したり、事業所独自で意向調査を実施するな
ど、工夫しながら取り組むことを期待したい。

4 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○職員の異動等による影響への配慮

ユニットごとに職員を固定し、入居者様の動揺や
不安を最小限するように配慮しています。

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

研修は、職員の経験やレベルに合わせて公的のも
のはもちろん、民間の有料の研修へも積極的に参
加させています。

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、秋田市ＧＨ連絡会の立ち上げに参加し
ていて、七月に連絡会が発足しました。また、連
絡会の会長をしており、秋田市内のＧＨのネット
ワークづくりに携わっています。運営者は秋田県
ＧＨ連絡協議会の副会長をしており、相互勉強会
（相互訪問）の企画、運営にも携わっています。

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

社員旅行の企画、支援や親睦会への支援を積極的
にしています。

○向上心を持って働き続けるための取り
組み

トップダウンではなき、極力ボトムアップの方向
で働きかけをしています。命令で抑えつけず、職
員の個性を活かすようにしています。

22 　運営者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、各自が向上心
を持って働けるように努めている

　秋田市の連絡会「ケアパートナーズ」の発足に
代表者が関わり、施設長が会長を務めているた
め、同業者間での情報交換や職員勉強会などに取
り組んでいるほか、相互に訪問しての交流勉強会
も予定している。

21 　運営者は、管理者や職員のストレスを
軽減するための工夫や環境づくりに取り
組んでいる

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や
職員による支援を受けられるように、異
動や離職を必要最小限に抑える努力を
し、代わる場合は、利用者へのダメージ
を防ぐ配慮をしている

　職員の離職や交代時には、利用者及び家族に理
由などを丁寧に説明し、納得してもらうなど、利
用者の不安を最小限に抑えるよう配慮している。

○

　前回調査時から離職者が４人と多いため、原因
の把握とともに介護報酬増額や交付金等を活用し
た処遇面の改善に取り組み、職員間で積極的に声
をかけ、フォローしながらケアにあたるなど、利
用者に安心感を与えるための心理面での配慮にも
期待したい。

9 18

10 19

11

研修は、職員の経験やレベルに合わせて公的のも
のはもちろん、民間の有料の研修へも積極的に参
加させています。

　運営者は、運営者自身や管理者や職員
を段階に応じて育成するための計画をた
て、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている

20

　運営者は、運営者自身や管理者や職員
が地域の同業者と交流する機会を持ち、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取り組みをしている

トップダウンではなく、極力ボトムアップの方向
で働きかけをしています。命令で抑えつけず、個
性を活かすようにしています。

運営者は、秋田市ＧＨ連絡会の立ち上げに参加
し、七月に連絡会が発足しました。また、連絡会
の会長をしており、秋田市内のＧＨのネットワー
ク作りに携わっています。また、秋田県ＧＨ協議
会の副会長をしており、相互勉強会（相互訪問）
の企画、運営にも携わっています。

ユニットごとに職員を固定し、入居者様の動揺や
不安を最小限にするように配慮しています。

　内部研修のほか、職員の経験や力量に応じて外
部研修も積極的に受講しており、職員会議で研修
成果を報告している。
　また、関連する資料を全職員で回覧するなど、
質を高めるための情報共有に努めている。

○

　職員一人ひとりの課題や目標を明らかにし、研
修を受けての評価などから来年度の計画に反映さ
せるなど、計画的かつ段階的にスキルアップでき
るよう研修計画の策定を検討してほしい。

社員旅行の企画、支援や親睦会への支援を積極的
にしています。

5 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

○初期に築く本人との信頼関係

初回のめんだんにて、ご本人と積極的にお話をす
るようにしています。その中からご本人の思いを
聞き出したり、推測したりしています。

○初期に築く家族との信頼関係

相談時やご本人との初回面談時、契約時にはご本
人のことも含めじっくり話を伺うようにしていま
す。

○初期対応の見極めと支援

グループホームの対象であるのか、または他の
サービスを利用した方が良いのかを検討し、ご本
人に適すると思われるサービスを勧めるようにし
ています。

○馴染みながらのサービス利用

以前は、お本人の見学の上の入居をお勧めしてい
たが、最近はご家族の要望で即入居というパター
ンが増えていて、ご家族だけがホームの雰囲気を
見学していることが多くなっています。

○
ご家族だけでなく、ご本人にも見学して頂くよう
働きかけていきます。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

○本人と共に過ごし支えあう関係

料理の作り方（味付け等）を教えて頂き、一緒に
作っています。また、一緒のテレビを見て内容を
教えて頂いたり、笑ったりしています。

初回の面談にて、ご本人と積極的にお話をするよ
うにしています。その中からご本人の思いを聞き
出したり、推測したりしています。

23
　相談から利用に至るまでに本人が困っ
ていること、不安なこと、求めているこ
と等を本人自身からよく聴く機会をつく
り、受けとめる努力をしている

相談時、ご本人との初回面談時、契約時にはご本
人のことも含めじっくり話を伺うようにしていま
す。

24
　相談から利用に至るまでに家族等が
困っていること、不安なこと、求めてい
ること等をよく聴く機会をつくり、受け
とめる努力をしている

グループホームの対象であるのか？または他の
サービスを利用した方が良いのかを検討し、ご本
人に適すると思われるサービスを勧めるようにし
ています。

25
　相談を受けた時に、本人と家族が「そ
の時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

以前はご本人の見学の上の入居をお勧めしていた
が、最近はご家族の要望で即入居というパターン
が増えていて、ご家族だけがホームの雰囲気を見
学していることが多くなっています。

○

12 26

　本人が安心し、納得した上でサービス
を利用するために、サービスをいきなり
開始するのではなく、職員や他の利用
者、場の雰囲気に徐々に馴染めるよう本
人又は家族等と相談しながら工夫してい
る

入居者様と職員はなるべく一緒に何かを行うよう
にし、教えられたり教えたりする環境を作ってい
ます。（調理や掃除、裁縫、畑仕事、園芸など）

13 27
　職員は、本人を介護される一方の立場
におかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽
を共にし、本人から学んだり、支えあう
関係を築いている

　すべての利用者を人生の先輩として敬い、調理
の味付けや裁縫の仕方、畑づくりなど利用者が
培ってきた経験を技術を学びながら、職員も日々
の生活に生かしている。

ご家族だけでなく、ご本人にも見学して頂くよう
働きかけてみます。

　できる限り利用者及び家族の事前見学を促し、
本人が納得したうえで利用につなげており、利用
者が落ち着くまでは家族に来てもらうなどの配慮
もみられる。

6 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○本人を共に支えあう家族との関係

ご家族へ話しかけることが少ないです。 ○
面会の際には積極艇に話しかけるようにし、生活
歴を伺ったり、最近のホームでの状況をお伝えす
るようします。

○本人と家族のよりよい関係に向けた支
援

ご本人の状況は月に一度のお手紙で報告していま
すが、面会時などにご家族へ話しかけることが少
ないです。

○
面会の際には積極艇に話しかけるようにし、ご本
人の状況をお伝えするようにします。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

ご家族や知人等との外出外泊や面会などは制限な
く快く受け入れて対応しています。

○利用者同士の関係の支援

一人でいる入居者様には職員がら声をかけたり間
に入り、他入居者様と交流できるようにします。

○関係を断ち切らない取り組み

契約が終了しても、行き先が決まらない場合など
はご家族とともにその後について決まるまで検討
しています。

ご家族の来訪時には積極的に声をかけるようにし
ていて、ご本人へのケアの要望を伺ったり、ホー
ムでの状況をお伝えしたりしています。

28 　職員は、家族を支援される一方の立場
におかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本
人を支えていく関係を築いている

ホームに入居されたことでご本人とご家族が疎遠
になることのないよう、ご家族の来訪時には間に
入ってお話をしたり、月に一度のお便りにてご本
人の状況を報告するようにしています。

29 　これまでの本人と家族との関係の理解
に努め、より良い関係が築いていけるよ
うに支援している

ご家族や親しい方との外出や外泊は制限なく自由
にして頂いています。

30 　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

入居者様同士の関わりあいや支えあいはそっと見
守るようにしています。ただし、中には関わりを
持てずにいらっしゃる方もいます。

○

31 　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるように努めている

契約が終了しても、行き先が決まらない場合など
はご家族と共にその後について方向性が決まるま
で検討しています。

32
　サービス利用（契約）が終了しても、
継続的な関わりを必要とする利用者や家
族には、関係を断ち切らないつきあいを
大切にしている

入居者の皆様がそれぞれに関わりあいや支えあい
ができるよう。間に入り関係が持てるよう関わり
ます。

7 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

○思いや意向の把握

なるべく個々に合わせて外出の支援をしていま
す。（美容院、図書館、買い物など）また、食べ
物に関しては可能な限りご本人の希望に添えるよ
う対応しています。

○これまでの暮らしの把握

ご家族との関わりが足りないため、情報が不足し
ています。

○
ご家族が来援した際に昔の生活等を積極的に伺う
ようにします。

○暮らしの現状の把握

カンファレンスをおこない、職員間で情報を共有
しています。

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画

ご本人やご家族から希望や要望を聞き取るように
しています。また、担当職員によるアセスメント
やカンファレンスの結果も参考にしています。

○現状に即した介護計画の見直し

状態に合わせて随時見直しをするようにしていま
す。また、月一回担当職員による介護計画の評価
も参考にしています。

14 33 　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

　利用者との日常の会話や家族の面会時に希望等
を確認しており、意思表示の難しい方は日常の行
動を観察し、表情や言動などから意向を感じ取る
よう努めている。

希望や要望は直接ご本人に聞くようにしていま
す。実行できることは即実行しています。

ご本人やご家族から聞き取るようにしています。

34
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、生きがい、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めてい
る

一人ひとりに担当職員を貼り付けています。担当
職員が中心となって状況の把握に努めるようにし
ています。また、ケースカンファレンスで個々の
状態を全員で周知するようにしています。

35 　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握す
るように努めている

15 36
　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映した介護計画を作成し
ている

状況に合わせて随時見直しをしています。

16 37

　介護計画の期間に応じて見直しを行う
とともに、見直し以前に対応できない変
化が生じた場合は、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、現状に即した新たな
計画を作成している

ご本人やご家族から希望や要望を聞き取るように
しています。また、担当職員によるアセスメント
やカンファレンスの結果も参考にしています。 　利用者の担当職員が中心となり、計画作成担当

者と本人及び家族の意向を踏まえてアセスメント
し、毎月のユニット毎のカンファレンスや全体職
員会議での意見等を取り入れながら介護計画を作
成している。

　毎月モニタリングを行い、６か月の見直しのほ
か、利用者及び家族の要望や状況変化に応じて、
担当職員やリーダーと話し合いながら現状に即し
た計画を見直している。

8 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
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○印
(取り組みを期
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（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○個別の記録と実践への反映

個々の計画記録に詳しく記載するようにしていま
す。特記事項は日誌に記載し、情報を共有し、
日々の介護や介護計画の見直しに活かしていま
す。

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援

ＧＨの多機能性とは何かが理解できていません。 ○ ＧＨの多機能性を理解し、実践していきます。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

○地域資源との協働

民生委員さんには運営推進会議、地域の図書館か
らは読み聞かせのボランティア、消防には救命講
習や勉強会での指導などに協力して頂いていま
す。

○他のサービスの活用支援

包括支援センターや地域のケアマネージャーへ相
談をしたり受けたりしています。

○地域包括支援センターとの協働

包括支援センターの管理者に運営推進会議に出席
して頂いていて、権利擁護等の相談が気軽にでき
る状態を作っています。

個々の経過記録に詳しく記載するようにし、情報
の共有や介護計画の評価や見直しに活用していま
す。

38
　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、情報を共
有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

ＧＨの多機能性とは何かが勉強不足で理解できて
いません。

17 39 　本人や家族の状況、その時々の要望に
応じて、事業所の多機能性を活かした柔
軟な支援をしている

民生委員には運営推進会議、地域の図書館からは
読み聞かせのボランティア、消防には救命講習や
勉強会での指導などに協力して頂いています。

40
　本人の意向や必要性に応じて、民生委
員やボランティア、警察、消防、文化・
教育機関、医療機関等と協力しながら支
援している

包括支援センターや地域のケアマネージャーへ相
談をしたり受けたりしています。

41
　本人の意向や必要性に応じて、地域の
他のケアマネジャーやサービス事業者と
話し合い、他のサービスを利用するため
の支援をしている

包括支援センターの管理者に運営推進会議に出席
して頂いていて、権利擁護等の相談が気軽にでき
る状態を作っています。

42
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁
護や総合的かつ長期的なケアマネジメン
ト等について、地域包括支援センターと
協働している

　認知症対応型のデイサービスやショートステイ
の指定をとり、地域や利用者のニーズに応える体
制を整えている。
　また、家族に代わっての通院支援や医師や歯科
医による往診など、医療面での連携・支援が充実
している。

○

　認知症キャラバンメイトの実践や認知症介護相
談など、地域の福祉拠点としての機能を発揮し、
地域包括支援センター等と連携しながら今後の事
業所の可能性を模索してほしい。

9 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、か
かりつけ薬局等の利用支援

入居前のかかりつけ医を希望される場合はそのま
ま継続して頂いています。また、２４時間対応し
て頂ける地域の協力医療機関を利用されている方
もいます。協力医療機関では２４時間オンコール
の対応をして頂いていて、緊急時には速やかに救
急病院への紹介をして頂いています。

○
協力薬局より、誤薬防止のための薬包紙の色分け
作業に協力をして頂いています。

○認知症の専門医等の受診支援

秋田県立リハビリテーション・医療センターや稲
庭クリニックなどへ相談するようにしています。

○看護職との協働

医療連携をしている医療機関より、週に一度訪問
看護を受けていて、その際に相談等をしていま
す。

○

体調不良者が出た場合、双方で連絡を取り合い、
速やかに対応することが出来ています。また、訪
問看護時以外でも看護職側で気になることがある
時には連絡や支持をだして頂いています。

○早期退院に向けた医療機関との協働

入院後１週間で面会に行き、担当看護師より状況
を確認するようにしています。また、退院後の受
け入れ等については医療相談室と連絡をとるよう
にしています。

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化しつつある場合には、その傾向がみられ始
めた時点からご家族へ状況の説明をし、今後の対
応について話し合いをしています。また、かかり
つけ医から状況を説明して頂いています。

入居前のかかりつけ医を希望される場合はそのま
ま継続して頂いています。また、２４時間対応し
て頂ける地域の協力医療機関を利用されている方
もいます。協力医療機関では、２４時間オンコー
ルの対応をして頂いていて、緊急時には速やかに
救急病院への紹介をして頂いています。

○

18 43
　本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医、かかりつけ
歯科医、かかりつけ薬局等と事業所の関
係を築きながら、適切な医療を受けられ
るように支援している

秋田県立リハビリテーション・医療センターの相
談室や稲庭クリニックなどへ相談するようにして
います。

44
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を
築きながら、職員が相談したり、利用者
が認知症に関する診断や治療を受けられ
るよう支援している

医療連携をしている医療機関より週に一度訪問看
護を受けていて、その際に相談等をしています。

○

45 　利用者をよく知る看護職員あるいは地
域の看護職と気軽に相談しながら、日常
の健康管理や医療活用の支援をしている

入院後一週間で面会に行き、担当看護師より状況
を確認するするようにしています。また、退院後
の受け入れ等については医療相談室と連絡をとる
ようにしています。

46

　利用者が入院した時に安心して過ごせ
るよう、また、できるだけ早期に退院で
きるように、病院関係者との情報交換や
相談に努めている。あるいは、そうした
場合に備えて連携している

重度化しつつある場合にはその傾向が見られ始め
た時点からご家族状況の説明をし、今後の対応に
ついて話し合いをしています。また、かかりつけ
医から状況を説明して頂いています。

19 47
　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、できるだけ早い段階から本人や家
族等ならびにかかりつけ医等と繰り返し
話し合い、全員で方針を共有している

体調不良者が出た場合には双方で連絡を取り合
い、速やかに対応することができています。ま
た、訪問看護時以外でも看護職側で気になること
がある時には連絡、指示等を出して下さいます。

協力薬局より、誤薬防止のための薬包紙の色分け
作業に協力をして頂いています。 　利用者及び家族の希望を確認し、それに沿って

受診しているほか、受診が困難な方には医師や歯
科医の往診、訪問看護により健康面を支援してい
る。
　また、協力薬局からは誤薬防止のため一包化や
薬包紙の色分けしてもらい、服薬時には必ず職員
が確認している。

　これまでに事業所で終末期を迎えた方はいない
が、重度化した場合の看取りの指針・マニュアル
を作成しており、利用時に本人及び家族に説明の
うえ意向を確認している。
　また、普段から主治医や協力医と情報を共有し
ており、希望があれば看取る方向で連携・協力体
制を整えている。

10 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○重度化や終末期に向けたチームでの支
援

今のところ、終末期のケアの実施はありません
が、協力医療機関と連携して対応していくことと
なっています。

○住み替え時の協働によるダメージの防
止

管理者は退去後の担当ケアマネージャーと連絡調
整をし、極力ダメージが少なくなるように情報提
供をしています。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底

トイレ誘導の際、周りに他入居者様などがいる場
合には「トイレ」という言葉は使わずに誘導して
います。また、申し送り時には、実名が聞こえて
しまわないよう、イニシャルで話をしています。
記録物は入居者様から見えない場所に保管してい
ます。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

入居者様に希望を伺い、選んで頂くようにしてい
ます。普段から納得して頂けるよう、希望を伺う
ようにしています。

今のところ、終末期のケアの実施はありません
が、協力医療機関と連携して対応していくことと
なっています。

48

　重度や終末期の利用者が日々をより良
く暮らせるために、事業所の「できるこ
と・できないこと」を見極め、かかりつ
け医とともにチームとしての支援に取り
組んでいる。あるいは、今後の変化に備
えて検討や準備を行っている

管理者は退去後の担当ケアマネージャーと連絡調
整をし、極力ダメージが少なくなるように情報提
供をしています。

49
　本人が自宅やグループホームから別の
居所へ移り住む際、本人及び家族に関わ
るケア関係者間で十分な話し合いや情報
交換を行い、住み替えによるダメージを
防ぐことに努めている

トイレ誘導時に周りに人がいる場合は「トイレ」
という言葉はその場では使わずに誘導していま
す。申し送りでは実名が聞こえてしまわないよ
う、イニシャルで話をしています。また、記録物
は入居者様から見えない所に保管しています。し
かし、言葉かけや対応については介護に不慣れな
新人職員を中心にできていないことがあります。

○

20 50 　一人ひとりの誇りやプライバシーを損
ねるような言葉かけや対応、記録等の個
人情報の取り扱いをしていない

ご本人に判断して頂けるように穏やかに優しく、
個々に合わせて理解しやすく言葉をかけるように
しています。

51
　本人が思いや希望を表せるように働き
かけたり、わかる力に合わせた説明を
「尊厳の保持」に配慮して行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支
援をしている

　職員会議などで利用者の尊厳について確認して
おり、トイレ誘導時には「お部屋に行きましょ
う」や「私に付き合って下さい」などと声をか
け、周りの人に配慮している。
　また、記録物などの個人情報については押入れ
の中に保管し、申し送り時には個人が特定されな
いようイニシャルで話をするなど配慮している。

管理者やリーダーが主体になって新人職員向けに
勉強会を開催し、尊厳やプライバシーの大切さを
理解してもらえるようにします。

11 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
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価

外部評価

○日々のその人らしい暮らし

畑仕事や園芸など好きなことに夢中になられたり
する時には職員側から制止したりしないようしし
ています。また、職員の都合で起こしたり座らせ
たりをしないようにしています。

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

○身だしなみやおしゃれの支援

ヘアカラーを希望される方には美容院へ行けるよ
うにしています。また、希望があれば速やかに対
応するようにしています。

○食事を楽しむことのできる支援

一緒に調理をや後片付けをしています。また、食
べられないものがある場合は代替品をお出しして
います。

○本人の嗜好の支援

飲み物はご本人が飲みたい物が飲めるようにして
います。また、敬老会などの行事の際にはお酒も
飲めるようにしています。

○気持よい排泄の支援

排泄チェック表を使用していますが、尿失禁され
る方の排泄パターンを博しきれず、おむつ等に排
泄してしまうことがあります。

○
排泄チェック表を活用しながら排泄パターンの把
握に努め、排泄の失敗がないようにします。

基本的には個々のペースで過ごして頂いています
が、職員の都合で過ごして頂いている時もありま
す。

○

21 52
　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

希望のある方にはご本人の望む理美容院へ出かけ
て頂いています。

53 　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援し、理容･美容は本人
の望む店に行けるように努めている

食事の準備（味付け、盛り付け、配膳）や後片付
けは個々の力に合わせてみんなで行っています。
自然と役割が出来ていて、「みんなで支度をして
いる」という雰囲気で準備をしています。

22 54
　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

糖尿病などで食事の制限がない場合には、好みに
合わせてお出ししています。

○

55
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、た
ばこ等、好みのものを一人ひとりの状況
に合わせて日常的に楽しめるよう支援し
ている

排泄のパターンを把握していて、トイレで排泄で
きるよう、随時誘導をしています。

○

56
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして気持ちよく排泄できるよう
「尊厳の保持」に配慮して支援している

その日その日、ご本人の希望を聞き実施すること
を心がけます。 　事業所主導で実施していたレクリエーションを

やめ、利用者それぞれの希望に沿った自由な過ご
し方を支援している。
　また、食事の時間帯も規制せず、希望によりコ
ンサート等に出かける方もおり、医師の規制が無
ければ煙草やお酒も可能としている。

　調理や後片付けなど利用者と職員が一緒に行
い、献立をその日の希望で変更したり、レストラ
ンや回転寿司、ファーストフードなど希望に沿っ
て外食している。
　また、食欲のない方には食べやすく刻んだり、
時間をずらしたりして対応している。

トイレ誘導では、便座に座って頂いたら一旦トイ
レから出てトイレの外で排泄の様子を観察させて
頂くようにしています。（一人でゆっくりと人を
気にせず排泄して頂くため）

ご自分で準備して飲み物を飲める方には自由にご
自分で準備して飲んで頂いています。
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○入浴を楽しむことができる支援

早めに入りたい方には早く入って頂いています。 ○
希望がある時は今まで以上に柔軟に対応していき
ます。

○安眠や休息の支援

個々のその日の状態に合わせて、ソファーや居室
などでの休息を勧めています。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

食時に関しては、一人ひとりの役割ができていま
す。（洗米、食器運び、調理、盛り付け、食器洗
い、拭き方など）また、畑仕事や散歩、外出など
で気晴らしして頂けるようにしています。

○お金の所持や使うことの支援

ご自分で管理できそうな方にはある程度の金額を
所持していただいています。また、管理するのが
難しい方には外出時にレジでの支払いを試みてい
ます。

○日常的な外出支援

個々の希望に合わせて散歩や外出などを実行して
います。

毎日の入浴は可能ですが、一日おき位に入浴され
る方が多く、時間的にかぶってしまうため職員の
方で調整しています。

○

23 57
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてし
まわずに、一人ひとりの希望やタイミン
グや健康状態に合わせて、入浴を楽しめ
るように支援している

個々の体力やその日の体調に合わせて休息して頂
いています。

58 　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、安心して気持ちよく休息し
たり眠れるよう支援している

役割に関しては自然にできています。楽しみ事や
気晴らしする機会をもっと増やせたらと思いま
す。

○

24 59
　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活歴や力を活か
した役割、楽しみごと、気晴らしの支援
をしている

一人ひとりの力に応じてお金を持って頂き、買い
物の際にはご自分で支払いをして頂いています。
また、日頃お金を持たない方には外食などの際に
お金を渡し、支払いをして頂くようにしていま
す。

60
　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

一人ひとりの希望に合わせて外へ出るようにして
います。（散歩、外食、ドライブ、花見、買い
物、ウインドーショッピング等）

○

25 61 　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひ
とりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援している

　午前に関しては曜日や時間帯の規制はなく、希
望に応じた入浴を支援している。
　また、同性介助についても利用者の意向を確認
しており、以前に入浴を拒んだ方も現在は問題な
く入浴している。

一人ひとりの希望に合わせられる時にはそれを優
先していきます。

一人ひとりと相談しながら、楽しみ事や気晴らし
の機会を増やします。 　利用者一人ひとりとの会話から希望を把握し、

食事や畑づくり、洗濯たたみなど自分のできる範
囲での役割を担っている。
　また、手芸などの趣味活動のほか、コンサート
に出かけて楽しむなど、メリハリのある生活を支
援している。

今以上に増やしていきたいと考えています。
　買い物や外食、少人数でのドライブなど、月１
回は外出する機会を設けているほか、散歩などで
日常的にも外出している。
　また、利用者の希望で家族の葬儀に出席するな
ど、普通の生活を支援している。

13 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホームつばき苑

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○普段行けない場所への外出支援

ドライブなどで、少し遠出をしたりしています。
また、コンサートへ行きたいと希望があり支援を
予定しています。

○電話や手紙の支援

電話や手紙のやりとりは自由にして頂いていま
す。

○家族や馴染みの人の訪問支援

いつでも訪問を受け入れています。居室でゆっく
り過ごして頂けるよう、居室へ飲み物やイスを用
意しています。

（４）安心と安全を支える支援

○身体拘束をしないケアの実践

安易に身体拘束をしないよう、ご家族と相談しな
がら安全に生活できるよう対応を検討し、実践し
ています。

○鍵をかけないケアの実践

居室は職員側からは施錠していません。玄関に関
してはセンサーを設置していて、入居者様が一人
で出られてもすぐに分かるようになっています。
また、玄関の前に事務所があり、事務員が玄関周
りに気配りしています。

○
外へ出られた時には制止せず、一緒に外で過ごし
たりして、ご本人の気分が落ち着くまで寄り添う
ようにしています。

ご家族と実家へ帰ったり、馴染みの場所へ出かけ
たりして頂いています。また、ドライブへでかけ
る機会を作っています。（海、山、秋田市中心
部、繁華街など）

62
　一人ひとりが行ってみたい普段は行け
ないところに、個別あるいは他の利用者
や家族とともに出かけられる機会をつく
り、支援している

手紙のやり取りや電話などは希望があった場合に
は自由にして頂いています。

63 　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援をしている

自由に訪問して頂いていて、居室でゆっくり過ご
して頂いています。

64 　家族、知人、友人等、本人の馴染みの
人たちが、いつでも気軽に訪問でき、居
心地よく過ごせるよう工夫している

安易に身体拘束をしないよう、ご家族と相談しな
がら安全に生活できるよう対応を検討し、実践し
ています。

65
　運営者及び全ての職員が「介護保険法
指定基準における禁止の対象となる具体
的な行為」を正しく理解しており、身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

居室は職員側からは施錠していません。入居者様
の中では自ら施錠される方はいます。玄関に関し
てはセンサーを設置していて、入居者様が一人で
出られてもすぐにわかるようになっています。ま
た、玄関の前に事務所があり、事務員が気配りを
しています。

○

26 66 　運営者及び全ての職員が、居室や日中
玄関に鍵をかけることの弊害を理解して
おり、鍵をかけないケアに努めている

外へ出られた時には制止せず、一緒に外で過ごし
たりしばらく歩いたりして、ご本人の気分が落ち
着くまで寄り添うようにしています。

　居室に鍵は付いているが施錠せず、玄関もセン
サーを設置して開放しており、職員が見守りして
いる。
　また、外に出られる方には抑制することなく、
落ち着くまで職員が一緒に付き添っているほか、
近隣住民からも連絡をもらえるよう協力を得てい
る。

　

14 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
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(取り組みを期
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自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○利用者の安全確認

共用部分で確認できない時はさりげなく居室を確
認させて頂いています。

○注意の必要な物品の保管・管理

包丁などの刃物は、使用しない時には台所の目に
つかない所に保管しています。また、洗剤や薬品
に関しては、鍵をかけて管理しています。ポット
などは自由に使用して頂いています。

○事故防止のための取り組み

消防署へ依頼し、定期的に勉強会を行っていま
す。

○

転倒しやすい方には見守りや介助を行うのはもち
ろん、転倒に備え居室の床や柱での怪我を最小限
にするためカーッペットやタオル等で保護してい
ます。

○急変や事故発生時の備え

新入社員には普通救命講習を受講してもらってい
ます。

○災害対策

総合防災訓練や避難訓練を２～３ヶ月に一度実施
しています。

○
地域の方のは、自治会の総会の場で協力をお願い
しています。

共用部分で確認できない時はさりげなく居室を確
認させて頂いています。

67 　職員は本人のプライバシーに配慮しな
がら、昼夜通して利用者の所在や様子を
把握し、安全に配慮している

包丁などの刃物は使用しない時には台所の見えな
い所に保管しています。また、洗剤や薬品に関し
ては鍵をかけ管理しています。ポットなどは普通
に置いています。

68 　注意の必要な物品を一律になくすので
はなく、一人ひとりの状態に応じて、危
険を防ぐ取り組みをしている

消防署へ依頼し、定期的に勉強会を行っていま
す。

69 　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等
を防ぐための知識を学び、一人ひとりの
状態に応じた事故防止に取り組んでいる

新入社員には普通救命講習を受講してもらってい
ます。

70 　利用者の急変や事故発生時に備え、全
ての職員が応急手当や初期対応の実践訓
練を定期的に行っている

総合防災訓練や避難訓練を２～３ヶ月に一度実施
しています。

27 71
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を身に
つけ、日ごろより地域の人々の協力を得
られるよう働きかけている

　避難訓練に地域住民の参加を積極的に働きか
け、非常災害時における連携・協力体制をより実
効性のあるものにしてほしい。

　日中と夜間を想定した避難訓練を年２回定期的
に実施し、消防署の点検とともに毎月防火自主点
検を行っている。
　また、自治会に非常時の協力を依頼し、最寄の
職員が駆けつける体制となっている。

○

15 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○リスク対応に関する家族等との話し合
い

転倒や誤嚥などの危険性がある場合には、ご家族
にご本人の状況を詳しく説明し、ホームでの対応
について話し合いをし、実行移すようにしていま
す。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

○体調変化の早期発見と対応

毎日のバイタルチェックを元に、日々の一人ひと
りの顔色や体調を観察しています。また、気づい
たことは記録や申し送り等で情報を共有し、速や
かに対応できるようにしています。

○服薬支援

カンファレンスで薬の目的、用法、用量を確認す
るようししています。また、ケースファイルへ
「薬の説明書」を綴っていて、すぐに薬の内容が
把握できるようになっています。

○便秘の予防と対応

朝食時には乳酸菌飲料をお出ししています。ま
た、体操や散歩などで体を動かす機会を作ってい
ます。

○口腔内の清潔保持

毎食後に口腔ケアを実施しています。

転倒や誤嚥などの危険性がある場合などには、ご
家族にご本人の状況を詳しく説明し、ホームでの
対応について話し合いをし実行に移すようにして
います。

72 　一人ひとりに起こり得るリスクについ
て家族等に説明し、抑圧感のない暮らし
を大切にした対応策を話し合っている

毎日のバイタルチェックを元に、日頃の顔色表情
や調子を把握しています。また、異変時にはすぐ
にリーダーまたは管理者へ報告する流れができて
いて、速やかに対応しています。

73 　一人ひとりの体調の変化や異変の発見
に努め、気付いた際には速やかに情報を
共有し、対応に結び付けている

カンファレンスで必ず薬の目的、用法、用量を確
認するようにしています。また、ケースファイル
には「薬の説明書」を綴っていて、いつでも確認
できるようにしています。

○

74

　職員は、一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や用量について理
解に努めており、医療関係者の活用や服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

液体（お茶やポカリなど）を勧めると、「おしっ
こが近くなる」「飲めない」と言われることが多
いので、特に夏期は水ようかんやゼリー、ヨーグ
ルト、寒天などでおやつを作ったり、果物を勧め
ています。液体ではないので、食べ易いようで
す。また、体操を行ったり、散歩を促していま
す。

○

75
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理
解し、予防と対応のための飲食物の工夫
や身体を動かす働きかけ等に取り組んで
いる

毎食後に口腔ケアを実施しています。義歯は必ず
はずして頂き、うがいと義歯のブラッシングの介
助を行っています。また、ご自分の歯が残ってい
る場合にはブラッシングを勧めています。

76 　口の中の汚れや臭いが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や力に応
じた支援をしている

協力薬局より、誤薬防止のための薬包紙の色分け
作業に協力をして頂いています。

朝食時には、乳酸菌飲料や牛乳をお出ししていま
す。

16 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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取り組みの事実
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待したい項目)
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己
評
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項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食事量は毎食チェックしています。また、水分
は、食事の際、１０：００、１５：００、入浴後
などに勧めています。水分を断る方はいないの
で、水分は摂って頂けていると思われます。

○感染症予防

感染予防マニュアルがあり、、それを元に実行し
ています。うがい手洗いに関しては一年を通して
励行しています。

○
共用部分（洗面所、トイレ）の次亜塩素酸消毒を
一年通して日に三度実施しています。

○食材の管理

調理器具（まな板、包丁）は、毎食後に消毒して
います。また、残ったおかずは速やかに処分して
います。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

（１）居心地のよい環境づくり

○安心して出入りできる玄関まわりの工
夫

玄関にはてすりやスロープを設置しています。ま
た、玄関の周りには花壇やプランターを置き、季
節の草花を植えていて、入り易い雰囲気をつくっ
ています。

○居心地のよい共用空間づくり

掃除と換気を徹底し、いやな臭いがしないように
しています。また、テレビの音が大きすぎたり、
外の光がまぶしすぎたりしないよう、随時調節し
ています。季節によってはひな壇や五月人形など
を飾り、季節を感じて頂けるようにしています。

バランスよく食事を摂って頂けるよう、個々に食
べきれる量をお出ししています。水分量がもう少
し摂れるよう工夫していきたいです。

○

28 77
　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう状況を把握
し、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

感染予防マニュアルがあり、それを元に実行して
います。うがい、手洗いに関しては１年を通して
励行しています。

○

78
　感染症に対する予防や対応の取り決め
があり、実行している（インフルエン
ザ、疥癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイル
ス等）

調理器具（まな板、包丁）は、毎食後に消毒して
います。また、残ったおかずは速やかに処分して
います。

○

79
　食中毒の予防のために、生活の場とし
ての台所、調理用具等の衛生管理を行
い、新鮮で安全な食材の使用と管理に努
めている

花壇やプランターを整備し、普通の家の様な雰囲
気を作っています。

80 　利用者や家族、近隣の人等にとって親
しみやすく、安心して出入りができるよ
うに、玄関や建物周囲の工夫をしている

○

29 81

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用者
にとって不快な音や臭いや光がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をし
ている

排泄物や不快なにおいがないよう、掃除や換気を
徹底しています。また、食堂や廊下、床の間には
生花を飾るようにしています。（ただし、夏期は
花が持たないため飾っていません）ひな人形や五
月人形、笹、鏡餅などを飾り、季節を感じて頂け
るようにしています。

　職員による栄養管理の根拠を明確にするため、
年１～２回は専門家に確認してもらうなど、利用
者の栄養バランスが偏らないよう努めてほしい。

週に一度、台所、冷蔵庫、電子レンジ等の掃除を
行っています。

共用部分（洗面所、トイレ）の次亜塩素酸消毒を
１年を通して日に三度実施しています。

液体（お茶やポカリなど）を勧めると、「おしっ
こが近くなる」「飲めない」と言われることが多
いので、特に夏期は水ようかんやゼリー、ヨーグ
ルト、寒天などでおやつを作ったり、果物を勧め
ていますので、今まで以上に強化していきたいと
考えています。

　職員が独学で栄養について学びながら一週間分
の献立を作成し、カロリー計算もしているほか、
一人ひとりの食事・水分摂取量を記入して栄養管
理に努めている。
　また、液体での摂取が不十分な時は、水羊かん
やゼリーなどで工夫し、夜間起床時にも必要に応
じて水分補給を行っている。

○

飾る花は造花ではなく、生花にこだわっていま
す。また、廊下にソファーを置くことでくつろぎ
の場になっています。

　事業所内の随所に椅子やソファーを置き、畳の
スペースもあり気の合う方同士で座ったり本を読
んだりして過ごしている。
　また、エレベーターの設置や換気も徹底してお
り、快適な環境づくりに努めている。
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（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

自
己
評
価

項　　目

自己評価　（上段：１ユニット　下段：２ユニット）外
部
評
価

外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

廊下や和室にソファーを置いたり、玄関にベンチ
を置いたりして自由に使って頂いています。廊下
には本棚を置いて、自由に見れるようにしていま
す。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

ご本人が使い慣れた調度品を自宅から持ち込んで
頂いています。

○換気・空調の配慮

排泄物や不快なにおいのある時は速やかに換気や
掃除をしています。また、空調は暑すぎず寒すぎ
ないように、こまめに調節しています。

○
冬季でも気になるにおいやよどみが無くても日に
三度は必ず換気をしています。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

○身体機能を活かした安全な環境づくり

玄関の段差は無く、廊下、トイレ、浴室に手すり
をつけています。また、居室の戸には開けやすい
ように取っ手を後付しています。

○わかる力を活かした環境づくり

居室の入口には表札をつけています。また、浴室
には暖簾、トイレには大きく「トイレ」と表示
し、目印のマスコットをつけています。

○建物の外周りや空間の活用

花壇と畑を整備し、草取りはもちろん花植えや水
やり、苗植えや野菜の収穫などを入居者様と職員
が一緒に楽しんでいます。

※ は、重点項目。

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活
かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

86 　一人ひとりのわかる力を活かして、混
乱や失敗を防ぎ、自立して暮らせるよう
に工夫している

85

○

廊下にソファーを置いたり、和室にソファーをお
怒り、玄関先にベンチを置いたりして自由に使っ
て頂いています。

82 　共用空間の中には、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている

30 83

○

84
　気になるにおいや空気のよどみがない
よう換気に努め、温度調節は、外気温と
大きな差がないよう配慮し、利用者の状
況に応じてこまめに行っている

居室の入口には表札を付けています。また、浴室
には暖簾、トイレには大きく「トイレ」と表示
し、目印のマスコットをつけています。

87 　建物の外周りやべランダを利用者が楽
しんだり、活動できるように活かしてい
る

花壇と畑を整備し、草取りはもちろん花植えや水
やり、苗植えや野菜の収穫などを入居者様と職員
が一緒に楽しんでいます。

玄関の段差は無く、廊下、トイレ、浴室に手すり
をつけています。また、居室の戸には開けやすい
ように取っ手を後付しました。

備え付けのベット、クローゼット以外はご本人の
つか慣れた物を持ち込んで頂いています。ご本人
やご家族のお好きなようにディスプレイして頂い
ています。　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

排泄物や不快なにおいのある時は速やかに換気や
掃除をしています。また、空調は暑すぎず寒すぎ
ないように、こまめに調節しています。

戸を開けても廊下から丸見えにならないよう、居
室の入口には暖簾をかけています。

　家族の理解を得ながら、自宅で使い慣れたタン
スや雑貨などを持参してもらい、落ち着いて過ご
せる生活空間づくりに努めている。
　また、夏場は居室入り口に好みの暖簾を下げる
など、利用者一人ひとりの趣味に応じて配置を決
めている。

冬季でも気になるにおいやよどみが無くても日に
三度は必ず換気をしています。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目 ① ②
①ほぼ全ての利用者の

○ ②利用者の２/３くらいの
○ ③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない
○ ○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

○ ○ ③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと

○ ③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように

○ ○ ②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどない
①大いに増えている

○ ○ ②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が
○ ②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
○ ③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族等が

○ ②家族等の２/３くらいが
○ ③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）
①：１ユニット（　ユニット１　）
②：２ユニット（　ユニット２　）

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

自己評価
項　　目

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

99
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